
 医療費３割自己負担の４月実施を前に、中止を求める世論と運動が沸き上

がっている。日本医師会、日本歯科医師会、日本看護協会、日本薬剤師会の４

団体も凍結と中止を求めており、地方議会でも意見書・決議が相次いで採択さ

れている。広島市医師会も３月の代議員会で、小泉内閣の退陣と３割自己負担

の凍結を求める決議を行い、市議会に陳情書を提出した。 

 そんななか、政府・与党は、日本共産党など野党４党が衆院に提出した「凍結

法案」の審議を拒否。国民世論を抑えるために「保険財政が破綻する」と脅して

いる。しかし、保険財政悪化の最大要因は、不況・リストラで加速した「保険料収

入の減少」であることは政府も認めている。 

 保険財政の健全化は、まず国庫負担の割合を元に戻すことである。 

内閣総理大臣 

厚生大臣  あて      広島市議会議長 

 

医療保険制度の改革に関する意見書 

 

 …政府が今国会に提出した健康保険法等改正法

案も、並行して提案すべき他の医療保険制度や医

療制度等の改革を切り離し、サラリーマンの自己負

担を１割から２割に、７０歳以上の高齢者の自己負担

や薬剤費の自己負担額を大幅に引き上げるという患

者やお年寄り泣かせの内容となっております。 

 …このような医療保険における国民負担の増大

は、お年寄りや国民を直撃し、国民生活を危機的状

況に追いやるものであります。 

 …政府におかれては、患者や国民への大幅な負

担増にならないよう強く要請いたします。 

 賛成 17   反対  ４２ 
【日本共産党】中森辰

一、中原洋美、石川武

彦、皆川恵史、村上厚

子、【社民党】田尾健

一、太田憲二、鈩谷君

子、都志見信夫、若林

新三、【市政改革クラ

ブ】土井哲男､藤田博

之、前本一美、村上通

明、元田賢治、【連合

同志会】沖洋司、松坂

知恒 

【公明党】谷川正徳、鶴見和夫、戸田満、中山忠

幸、平木典道、福島和宏、松平幹男、水野なつ子

【新政クラブ】浅尾宰正、井口聰、碓井法明、金子

和彦、兼桝栄二、木島丘、倉本忠宏、谷口修、種

清和夫、橋本昭彦、増井克志、宮本健司、【新自

民クラブ】伊藤稲造、今田良治、大野芳博、沖宗正

明、海徳貢、下向井敏、宗像俊昭、【自由民主

党】児玉光禎、月村俊雄、松浦弘典、母谷龍典、

柳坪進、【連合同志会】酒入忠昭、多田敏治、仲

津幸男、【ひろしまフロンティア２１】熊本憲三、

佐々木壽吉、永田雅紀、山田春男、【一人会派】

大原邦夫、中本弘、木山徳和 

医療費３割負担の凍結を求める意見書案 

議長会派と公明党が 全
国
で
も
公
明
党
の
反
対
き
わ
だ
つ 

否決 

 

３
月
19
日
の
本
会
議
で
、
日
本
共
産
党
が
他
会

派
と
共
同
提
案
し
た
「
医
療
費
３
割
自
己
負
担
の

凍
結
を
求
め
る
意
見
書
案
」が
、
議
長
会
派
と
公

明
党
な
ど
の
多
数
で
否
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
医
師
会
を
は
じ
め
全
国

的
に
も
凍
結
・延
期
を
求
め
る
世
論
が
わ
き
あ

が
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
応
え
て
全
国
の
地
方
議
会
で

意
見
書
・決
議
が
採
択
さ
れ
て
い
ま
す
。 

  

公
明
党
の
真
の
姿
浮
き
彫
り
に 

  
自
民
党
議
員
さ
え
も
賛
成
に
ま
わ
る
な
か
、
公

明
党
の
み
が
反
対
す
る
議
会
が
続
出
。
（
右
表
） 

し
か
し
、
97
年
に
橋
本
内
閣
が
２
割
負
担
を
強
行

し
た
際
、
広
島
市
議
会
で
は
公
明
党
を
含
む
全
会

派
一
致
で
負
担
増
に
反
対
す
る
意
見
書
を
採
択

し
て
い
ま
す
。 

 

国
会
で
野
党
か
ら
与
党
に
な
っ
た
だ
け
で
、
国
民

の
痛
み
に
対
し
て
態
度
を
１
８
０
度
変
え
る
公
明

党
の
真
の
姿
が
、
広
島
市
議
会
で
も
浮
き
彫
り
に

な
り
ま
し
た
。 

医療費３割負担の凍結を求める意見書案に反対して座って

いる議長会派と公明党の議員ら＝３月１９日本会議 

健保本人３割負担の凍結・延期を求

める意見書・請願に公明党だけが反

対した自治体（３年３月１４日現在） 

 

福島県議会、京都市議会、岩手県議

会、京都府議会、埼玉県議会、秋田県

議会、新潟県議会 など 

公明党だけが反対した議会 

全国で 

９７年に全会一致
� � � �

で採択した意見書 
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税
金
を
食
い
モ
ノ
に
す
る 

利
権
の
構
図
あ
き
ら
か
に 

 
 

 

市
は
昨
年
末
、
「政
と
官
の
ゆ
着
」に
つ
い
て
調
査
報
告
書
を
発
表
。
現
在
、

「圧
力
に
屈
し
な
い
公
正
な
市
政
」
に
向
け
て
ル
ー
ル
づ
く
り
が
進
ん
で
い
ま

す
。
皆
川
議
員
は
、
独
自
に
入
手
し
た
「
広
島
市
建
友
会
」
（
天
下
っ
た

建
設
関
係
Ｏ
Ｂ
の
親
睦
会
）
の
名
簿
か
ら
天
下
り
の
驚
く
べ
き
実
態
を

浮
き
彫
り
に
し
、
「
官
と
業
の
ゆ
着
」
に
つ
い
て
聞
き
ま
し
た
。 

 
 

公
共
事
業
受
注
企
業
へ
の
天
下
り
野
放
し
は
大
問
題 

  
皆
川
議
員
は
、
市
幹
部
職
員
の
天
下
り
が
以
前
か
ら
当
然
の
よ
う
に

行
な
わ
れ
て
き
た
こ
と
を
示
し
、
市
が
こ
の
実
態
を
つ
か
ん
で
い
る
か

質
問
。
秋
葉
市
長
は
、
「
一
般
論
と
し
て
は
知
っ
て
い
る
が
、
そ
う
い

う
実
態
に
つ
い
て
は
知
ら
な
か
っ
た
」
と
答
え
、
人
事
課
長
も
同
様
に

「
退
職
後
の
再
就
職
先
は
市
の
権
限
外
で
あ
り
、
つ
か
ん
で
い
な
い
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。 

 

皆
川
議
員
は
、
「
単
な
る
再
就
職
で
は
な
い
。
市
の
公
共
事
業
を
受

注
し
て
い
る
会
社
へ
の
天
下
り
が
野
放
し
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
大
問

題
」
と
強
調
し
ま
し
た
。 

 土木・建築

会社へ 

コンサルタ

ント会社へ 

局長級   ９人   ７人 

部長級  １０  ２３ 

課長級   ８  １４ 

補佐級   ３   ６ 

  計  ３０  ５０ 

これが天下りの実態だ！ 

９０～０１年「広島市建友会名簿」より 

８０社へ８０人が天下り 

２
０
０
３
年
度
予
算
特
別
委
員
会 

総
務
関
係 

 

皆
川
け
い
し
議
員
の
質
問 

３
月
13
日 

天
下
り
先
に
は 

〝
て
み
や
げ
〟 

何
十
億
円
と
い
う
公
共
事
業
の
発
注
が 

  

ま
た
皆
川
議
員
は
、
「
こ
の
建
友
会
と
は
ど
う
い
う

組
織
か
？
」
と
質
問
。
人
事
課
長
は
「
知
ら
な
い
」
と

答
え
ま
し
た
。 

 

こ
の
組
織
は
、
現
役
時
代
に
市
の
建
設
関
係
に
従
事

し
、
退
職
後
、
関
連
会
社
に
天
下
っ
た
Ｏ
Ｂ
の
親
睦

会
。
年
に
４
回
総
会
が
行
な
わ
れ
、
市
の
建
設
関
係
局

長
も
出
席
し
ま
す
。
幹
部
職
員
が
天
下
る
時
は
必
ず
、

〝
て
み
や
げ
〟
を
持
っ
て
い
く
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

皆
川
議
員
は
以
上
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
「
何
十

億
円
と
い
う
公
共
事
業
の
発
注
が
天
下
り
先
に
約
束
さ

れ
る
。
現
役
時
代
は
発
注
す
る
立
場
の
者
が
、
今
度
は

受
注
す
る
立
場
で
市
に
は
た
ら
き
か
け
る
。
こ
う
い
う

利
権
の
構
図
が
、
市
の
行
政
を
長
年
に
わ
た
り
ゆ
が
め

て
き
た
。
こ
こ
に
メ
ス
を
入
れ
る
べ
き
だ
」
と
迫
り
ま

し
た
。 

＊
建
設
関
係
局
＝
都
市
計
画
局
、
都
市
整
備
局
、
道
路
交
通
局 

 

再
就
職
の
禁
止
条
項 

人
事
課
長
「
ど
こ
ま
で
規
制
で
き
る
か
検

討
し
た
い
」 

  

皆
川
議
員
は
、
市
職
員
倫
理
条
例
の
な
か
に
、
利
害

関
係
企
業
へ
の
再
就
職
の
禁
止
条
項
を
盛
り
込
む
必
要

が
あ
る
と
提
案
。 

 

人
事
課
長
は
、
「
国
家
公
務
員
に
は
２
年
間
の
禁
止

条
項
が
あ
る
が
、
地
方
公
務
員
に
は
な
い
。
ど
こ
ま
で

踏
み
込
ん
で
規
制
で
き
る
か
、
今
後
検
討
し
た
い
」
と

答
弁
。 

 

皆
川
議
員
は
、
「
今
、
職
員
の
人
件
費
ま
で
カ
ッ
ト

し
、
社
会
的
に
は
リ
ス
ト
ラ
で
職
を
失
う
市
民
が
増
え

て
い
る
な
か
で
、
公
共
事
業
と
ひ
き
か
え
に
市
の
一
部

幹
部
の
み
ぬ
く
ぬ
く
と
天
下
り
が
約
束
さ
れ
て
い
る
の

は
問
題
だ
。
今
こ
そ
正
面
か
ら
メ
ス
を
入
れ
よ
」
と
再

度
強
調
し
ま
し
た
。 

「広島市建友会」とは 
  
 市職員を退職し、天下った
建設関係ＯＢの親睦会で、会
則第２条では「広島市建設関
係行政の発展に寄与すること
を目的とする」となってい
る。昨年４月現在で会員は２
２２人。 

図表で天下りの実態を明らかにする皆川議員 

皆川議員が示した 

１２年間で 市幹部職員 

公正な市政をゆがめる ２つのゆ着 
①政と官のゆ着→口利き、裏取引き 

 ②官と業のゆ着→受注企業への天下り 


